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IBM Cloud の追加のサービス記述書 

Weather Company Data for IBM Cloud 

以下に記載される場合を除き、「IBM クラウド・サービス記述書」の条件が適用されます。 

1. クラウド・サービス記述書 

IBM グループ会社である The Weather Company は、最近の気象データ (履歴および予測) を提供し、 

RESTful API 一式を通じて IBM クラウド上でこれらのデータを利用できるようにします。気象データは、

気象データとビジネスその他のデータを組み合わせることで、さまざまな業界のアプリケーションに対

して洞察を追加し、相関関係を発見して、影響を管理できるようにします。「データ」とは、本「サー

ビス記述書」に記載されたとおり、「クラウド・サービス」により提供される、過去の気象データおよ

び予報される気象データ (予報、天気図、注意報・警報および図表を含みますが、これらに限定されませ

ん。) をいいます。 

以下の API は JSON 形式のデータで提供されます。 

● 2 日間の時系列予報 

現在から向こう 48 時間の 2 日間の時系列予報 

● 日々の予報 

日中と夜の区分に対して行う、今日から向こう 3 日間、5 日間、7 日間 および 10 日間の予報。(期

間が短いほど、少ないペイロードを返します。) この予報には、予報に関する説明の文字列 (最大 

256 文字) が含まれ、場所に対する適切な計測単位を備え、要求された言語で表示されます。 

● 1 日の予報 (朝、昼、晩、深夜) 

朝、昼、晩、深夜の区分に対して行う、今日から向こう 3 日間、5 日間、7 日間 および 10 日間の予

報。(期間が短いほど、少ないペイロードを返します。) この予報には、予報に関する説明の文字列 

(最大 256 文字) が含まれ、場所に対する適切な計測単位を備え、要求された言語で表示されます。 

● 地点観測 

アメリカの METAR と SYNOP の観測装置から集められる気象観測データ (気温、風向風速、湿度、

気圧、露点温度、視程、紫外線指数)。それらに加えて Sensible Weather (天気) の表現や、それに対

応したアイコン。 

● 過去 24 時間の観測データ 

気象観測地点からの過去 24 時間の気象観測データ。 

● 気象警報 

要求された言語による、政府発行 (米国、カナダおよび欧州) の警報のヘッドラインおよび詳細。 

● ロケーション・マッピング・サービス 

郵便番号、地域コード、市町村、国際国家、地域、特別区または都道府県に従って、場所を特定す

るためのユーティリティー API。 

● 日単位および月単位の暦 

米国については、日単位および月単位の平均的な天候および記録的な天候。 

1.1 Weather Company Data for IBM Cloud Basic  

Weather Company Data for IBM Cloud Basic は、毎月最大 150,000 API 呼び出しを提供します。これは、毎

月の Weather Service API の呼び出しに基づき、毎月請求されます。API 呼び出しの上限に達すると、お

客様は Standard オファリングにアップグレードするまで超過料金を負担することになります。 
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1.2 Weather Company Data for IBM Cloud Standard 

Weather Company Data for IBM Cloud Standard は、毎月最大 2,000,000 API 呼び出しを提供します。これは、

毎月の Weather Service API の呼び出しに基づき、毎月請求されます。API 呼び出しの上限に達すると、

お客様は Premium オファリングにアップグレードするまで超過料金を負担することになります。 

1.3 Weather Company Data for IBM Cloud Premium 

Weather Company Data for IBM Cloud Premium は、毎月最大 5,000,000 API 呼び出しを提供します。API 呼

び出しの上限に達すると、Premium オファリングではそれ以上の API 呼び出しを許可しません。かかる

場合、お客様は超過料金を負担することになります。 

1.4 Weather Company Data for IBM Cloud Overage 

Weather Company Data for IBM Cloud Overage では、割り振られている毎月のオファリング割当量を超える

追加の API 呼び出しが提供され、請求期間中、「1 万」単位で切り上げます。 

2. コンテンツおよびデータ保護 

このサービスに適用される「データ・シート」および本条の条件には、このサービスの使用についての

詳細および条件が規定されています。これには、お客様の責任が含まれます。以下の「データ・シート」

が本サービスに適用されます。 

https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-

reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=95E6ECB0323611E59684B2864B7C6D4F 

3. エンタイトルメントおよび課金情報 

3.1 課金単位 

以下の課金単位が本サービスに適用されます。 

「クラウド・サービス」は、以下の課金単位に従って提供されます。 

a. インスタンス –「インスタンス」は、「クラウド・サービス」の特定の構成へのアクセスを意味し

ます。お客様は、請求期間中の各月の「クラウド・サービス」の各インスタンスに対して課金され

ます。 

b. 1 万 API 呼び出し –「API 呼び出し」は、プログラマブル・インターフェースによる「クラウド・

サービス」の起動です。お客様は請求期間中の API 呼び出し数に対して課金されます。この際、端

数は 1 万単位で切り上げます。 

3.2 課金される料金 

Basic、Standard および Premium の各オファリングは「インスタンス」課金単位の対象です。超過料金は、

「API 呼び出し」課金単位で評価されます。 

4. 追加条件 

4.1 共通事項 

お客様は、次のような危険性の高い活動をサポートするものとして、「クラウド・サービス」を単独で、

または他のサービスや製品と組み合わせて使用してはなりません。核施設、公共交通システム、航空管

制システム、自動車制御システム、兵器システム、または航空機航行もしくは通信の設計、建築、管理、

または保守。あるいはプログラムの障害が生命の危険や重大な人身傷害を引き起こす可能性があるその

他のあらゆる活動。 

4.2 利用に関する制限 

a. お客様は、「クラウド・サービス」や「データ」を、ターゲットを絞った広告やトリガー方式の広

告として使用すること、テクノロジーに接する消費者ユーザーの所在地に関連する「データ」に基

づいた広告 (天気が誘因になる広告など) を提供すること、また「クラウド・サービス」、「データ」

をマーケティングやコンテンツ・ベースの意思決定のために利用することをしないものとします。 

https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=95E6ECB0323611E59684B2864B7C6D4F
https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=95E6ECB0323611E59684B2864B7C6D4F
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b. 下記の頻繁に要求されるデータをキャッシュに格納する義務、または「データ」の継続的な計算も

しくは分析を可能にするために必要な場合を除いて、お客様は、サービスから取得された「データ」

を無期限に保存してはなりません。「クラウド・サービス」の使用の満了時または終了時、お客様

は、その時点でお客様またはお客様のアプリケーションによってキャッシュに格納されるか、また

はその他の方法で保存されているあらゆる「データ」を直ちに削除するものとします。 

c. お客様は、「データ」および「派生コンテンツ」を、テレビやラジオ放送 (無線、有線、衛星放送

など)、または、あらゆる方法や媒体を通したり、使用したりして配信されたサブスクリプション

方式のストリーミング・サービス (Sling Television、Netflix、Hulu、Amazon Prime Video、HBO GO、

またはラジオに相当するものなど) により提供される種類のオファリングの一部として使用しない

ものとします。 

d. お客様は、i) 商業上合理的な努力をもって、「データ」の部分がお客様のコンピューター・システ

ム、製品または管理下 (以下、「お客様による管理」といいます。) から収集または抽出されること

を防止し、ii) 「お客様による管理」から「データ」が収集または抽出されたことが明らかになった

か、またはその合理的な疑いが生じた場合は、速やかに IBM に通知するものとします。これを受

けて両当事者は、誠実に協議し、将来においてかかる行為を防止するための商業上合理的な一連の

措置を決定するべく努めるものとします。最初の通知から 5 営業日以内に、両当事者がかかる商業

上合理的な一連の措置に合意することや、またはそれらを実施することができなかった場合は、

IBM は、「お客様による管理」のもとにある「データ」を保護するために必要な措置が取られるま

で、「データ」の提供を中止する権利を有します。 

e. お客様は、「データ」の使用により、またはそれに関連して収集された情報に対するお客様のアク

セス、それらの使用、共有および保存に関連するプライバシー・ポリシーを公表し、これを遵守す

るものとします。 

f. お客様が第三者 (お客様の取引先、ビジネス・パートナー、または製品のエンド・ユーザーなど) が

アクセスできる形式または方法で、「データ」を表示、転送、提示、配布、実演またはその他の方

法で発信する場合 (以下「第三者が接するアプリケーション」といいます。) は、お客様は以下のこ

とに同意します。 

(1) お客様は、現在または今後の気象や大気の状態を示すか、それらを分析することを基本的な

目的とする「第三者アプリケーション」の一部として、またはかかるアプリケーションを作

成するために、直接的または間接的に「データ」を使用することを禁じられます。 

(2) IBM は、「第三者が接するアプリケーション」のための気象および気象関連のコンテンツや

情報の独占的な提供者です。従って、(i) お客様は、「第三者が接するアプリケーション」の

いかなる場所にも、「データ」以外の気象および気象関連のコンテンツを表示しないものと

します。(ii) お客様は、「第三者が接するアプリケーション」のいかなる場所にも、主たる事

業内容が気象または気象関連の情報の作成、配布または表示から成る第三者から提供された

コンテンツを含めないものとします。ただし、お客様は、連邦、州、もしくは地方の政府機

関、または政府の管理下にある組織から直接受領した気象または気象関連のコンテンツを含

めることができます。またお客様は、「第三者が接するアプリケーション」で表示される

「データ」に隣接して、IBM またはその関連会社 (地域内、領域内、国内、または海外かを問

わない。) 以外の気象サービスのプログラムまたはコンテンツの広告を表示しないものとしま

す。 

(3) お客様は、「データ」の部分に含まれるか、または掲載された、特定の気象情報、データ、

または予報を変更することはできません。また、その他「データ」を編集、修正、変更、お

よびその二次的著作物を作成しないものとします。 

(4) お客様は、お客様によって使用されるすべての「データ」と共に、お客様に随時提供される、

IBM グループ会社である The Weather Company の埋め込みハイパーテキスト・リンク、商標、

サービス・マーク、ロゴ、およびその他の権利表示 (以下「マーク」といいます。) を含む、

クリックできるハイパーテキスト/画像によるリンクおよびロゴを表示するものとします。

IBM は、その「データ」に関連して表示すべき「マーク」を指定する権利を有するものとし

ます。お客様は、IBM の書面による同意なしに、「マーク」、およびそれらが「第三者が接

するアプリケーション」で表示される方式 (それらのサイズ、色、場所またはスタイルを含み
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ますが、これらに限定されません。) を削除、改変、またはその他の方法で変更してはなりま

せん。 

(5) お客様は、「第三者が接するアプリケーション」または製品もしくはサービスに掲載される、

「データ」に隣接するその他の「コンテンツ」について、IBM が提供、是認、資金援助、保

証、または承認したことを示唆することを、直接的にも間接的にも行わないものとします。 

(6) お客様による「データ」の伝送および表示は、中断なく行われ、下記の技術仕様およびパ

フォーマンス基準 (随時、変更される場合があります。) に準拠していなければなりません。 

(a) IBM は、データ・セットを要求する任意のロケーション ID に対してお客様がデータ・

フィードを呼び出す頻度の上限を設定し、制限する権利を留保します。データが更新さ

れるまでの間に、データをキャッシュに保存しておくことはお客様の責任です。 

(b) データの表示 

お客様は、「第三者が接するアプリケーション」に対して、またはこれを通じて「デー

タ」を提供する 5 営業日前までに、お客様による「データ」の利用を確認する機会を、

IBM に提供するものとします。IBM は、「第三者が接するアプリケーション」内に

「データ」が表示される方法を却下する権利を有します。ただし、IBM の確認および承

認は、不合理に留保または遅延しないものとします。「第三者が接するアプリケーショ

ン」については、お客様は、下記表に基づき観察された「影響」を評価し、速やかに通

知し、是正することができるように、「データ」の機能、パフォーマンスおよび体裁を

監視するものとします。 

(7) 第三者が接するアプリケーションのサポートの分類 

分類 影響 初回応答時間 解決時間 

重大 ユーザーが、いずれの場所でも「データ」 

(現況、予報、レーダー画像または重大な気

象警報) を受信できないか、または、ユー

ザーの重大な気象警報の受信が、お客様が 

IBM から警報を受け取った時間より 1 分以上

遅れる。 

< 1 時間 4 時間 

重要 ユーザーは、更新が (i) 実況またはレーダー

画像について 2 時間以上行われなかった、

(ii) 予報については 6 時間以上行われなかっ

た、ような古い実況、予報もしくはレーダー

画像を全ての場所において受信しています。 

< 2 時間 1 営業日 

軽微 迂回策があるか、または「データ」の完全

性、正確性または適時性に大きな影響を及ぼ

さない、表面的な問題、パフォーマンスに関

する問題、トレーニングや技術上の問題。 

2 営業日 1 週間 

お客様が、任意の 1 か月の間に、1 件以上の「重大」または「重要」な問題を「解決時間」内

に是正できなかった場合は、IBM は、直近の不履行に対する「解決時間」の終了時に、お客

様のサブスクリプションを解除することができます。 

4.3 データ・ソースの属性 

「第三者が接するアプリケーション」で表示されるデータには属性が必要です。お客様は、API 文書に

規定された API ごとの属性要件を遵守する必要があります。 

4.4 国別の利用制限 

お客様は、お客様による「データ」の使用が許可されるか否かを自ら判断し、必要な場合は、「データ」

を実行または使用する国において、必要なすべての使用許諾、許可、承認もしくは認可を政府機関から

取得する責任を負います。また IBM の本 SD に基づく義務は、上記のことを条件とします。 
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4.5 現状有姿のデータ 

気象および気象関連の情報、予報および注意報・警報はすべて、現状有姿 (情報が発表される時点のデー

タ) で提供されます。IBM は、かかるデータの正確性、信頼性、完全性、および可用性について責任を負

いません。 


